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Ｃ
英
国
放
送
協
会
外
国
特
派
員

笹
生
さ
ん
は
本
州
全
域
の
撮
影
場
所
を

探
索
、
そ
ん
な
折
り
、H

P

で
「
四
谷
の

千
枚
田
だ
よ
り
」
を
知
り
、
お
会
い
出
来

な
い
か
と
打
診
が
あ
り
、
今
ま
で
に
纏
め

た
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
、
観
察
会
、
野
外

学
習
等
々
の
資
料
や
生
物
多
様
性
と
景

観
に
富
ん
だ
四
谷
の
千
枚
田
を
紹
介
し

た
結
果
、
特
に
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
生

態
」
に
監
督
が
大
き
く
興
味
を
抱
き
、
六

月
三
日
か
ら
監
督
、
カ
メ
ラ
マ
ン
二
名
、

通
訳
二
名
の
ク
ル
ー
が
高
画
質(4

K
)

カ

メ
ラ
で
撮
影
を
開
始
し
た
。
な
お
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
特
殊
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
で
複
数
回
の
撮
影
協
力
が
あ
っ
た
。 

 
(

舜)

の
説
明
で
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
山

か
ら
産
卵
場
の
木
の
枝
や
田
ん
ぼ
の
畦

に
下
り
て
き
て
産
卵
、
ま
た
山
へ
帰
る
。

産
卵
し
た
卵
塊
は
ゼ
リ
ー
状
で
表
面
は

乾
い
て
も
卵
は
保
た
れ
て
お
り
、
約
二
週

間
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
に
な
り
田
ん
ぼ

の
中
に
落
下
す
る
。
そ
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
を
狙
い
イ
モ
リ
や
ヘ
ビ
類
が
食
べ
に

来
る
な
ど
の
説
明
で
ク
ル
ー
は
長
期
撮

影
を
計
画
し
た
。 

 
 

 

さ
す
が
に
世
界
屈
指
の
ク
ル
ー
ぞ
ろ

い
で(
舜)
の
描
い
た
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

の
生
態
を
忠
実
に
観
察
、
山
か
ら
産
卵
に

降
り
て
き
て
産
卵
場
の
杉
の
枝
に
渡
る

シ
ー
ン
や
雌
一
尾
に
複
数
の
雄
か
ら
な

る
産
卵
シ
ー
ン
、
卵
塊
が
完
成
し
、
疲
れ

果
て
ぶ
き
っ
ち
ょ
に
山
へ
帰
る
ま
で
を

完
璧
に
撮
影
さ
れ
た
。
ま
た
、
木
の
枝
に

産
卵
し
た
卵
塊
の
中
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
に
成
長
し
、
田
ん
ぼ
に
流
れ
落
ち
る
ま

で
の
約
二
週
間
、
撮
影
を
続
行
し
た
。 

 

こ
の
期
間
中
、
夜
は
海
老
の
諸
貝
津
川

で
ホ
タ
ル
の
乱
舞
、
交
尾
シ
ー
ン
の
撮
影

も
成
功
し
た
。 

撮
影
中
、
日
夜
お
付
き
合
い
を
し
た
が

ク
ル
ー
の
観
察
眼
、
気
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
は
素
晴
ら
し
く
、
そ
の
道
の
専
門
家

(

自
称)

と
自
負
し
て
い
た
が
、
ま
だ
ま
だ

ヒ
ヨ
コ
の
部
類
と
恐
れ
入
っ
た
。 

 

撮
影
終
了
日
、
監
督
か
ら
「
ビ
ュ
ー
テ

ィ
フ
ル
な
撮
影
が
で
き
た
。
感
謝
の
記
念

写
真
を
」
と
誘
わ
れ
、
ご
一
緒
し
た
。 

 

放
送
は
来
年
、
英
国
で
始
ま
り
世
界
各

国
へ
配
信
、
日
本
で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ

れ
る
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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四
谷
の
千
枚
田
で
長
期
撮
影 

英国放送協会(ＢＢＣ)は６月３日から２１日の延べ１９日間、四谷の千

枚田で「日本の原風景・生活・自然再生された生きもの」をテーマに撮影

が行われた。 
 



観
察
会
＆
ち
ゃ
・ca

fe
 

 
六
月
二
十
一
日
、
市
農
業
課
・
Ｊ
Ａ
愛

知
東
は
四
谷
の
千
枚
田
で
～
大
自
然
が

お
も
し
ろ
い
！
お
い
し
い
！
う
れ
し

い
！
～
を
テ
ー
マ
に
自
然
観
察
会
、
ち

ゃ
・c

af
e

、
さ
き
お
り
体
験
、
押
し
花
教

室
を
開
催
し
た
。 

 

参
加
者
五
十
名
は
午
前
、
生
物
多
様
性

に
富
ん
だ
千
枚
田
の
自
然
の
中
、
ヒ
バ
カ

リ
を
手
に
巻
い
た
り
、
変
態
間
際
で
尾
っ

ぽ
の
あ
る
ア
マ
ガ
エ
ル
を
た
く
さ
ん
捕

っ
た
り
し
て
自
然
観
察
会
を
楽
し
ん
だ
。 

 
 

                 

午
後
は
身
平
橋
集
会
場
を
会
場
に
千
枚

田
で
収
穫
し
た
お
米(

ミ
ネ
ア
サ
ヒ)

を

そ
れ
ぞ
れ
が
「
お
に
ぎ
り
」
を
作
り
腹
い

っ
ぱ
い
食
べ
た
。 

 

「
ち
ゃ
・ca

f
e

」
で
は
日
本
茶
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
中
野
め
ぐ
み
さ
ん
と
鈴

木
克
也
さ
ん
が
新
城
茶
や
新
城
紅
茶
を

お
い
し
く
淹
れ
な
が
ら
、
お
も
て
な
し
を

し
た
。
「
さ
き
お
り
体
験
」
で
は
生
田
智

美
さ
ん
、
居
平
要
子
さ
ん
の
指
導
で
い
ら

な
く
な
っ
た
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
裂
い
た

り
切
っ
た
り
し
て
機
織
り
機
で
自
前
の

コ
ー
ス
タ
ー
を
作
っ
た
。
ま
た
、
「
押
し

花
教
室
」
で
は
垣
内
千
枝
子
さ
ん
の
指
導

で
作
手
高
原
の
草
花
を
押
し
花
に
う
ち

わ
に
貼
っ
て
涼
し
げ
な
マ
イ
う
ち
わ
を

作
っ
た
。 

 

な
お
、
こ
の
催
し
は
「
い
い
じ
ゃ
ん
・

新
城
」
で
放
送
さ
れ
た
。 

視 
察 

 

浜
松
市
新
所
水
と
み
ど
り
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト(
会
員
二
十
七
名)

は
遊
休
農
地

や
河
畔
に
ア
ジ
サ
イ
を
植
栽
、
「
あ
じ
さ

い
祭
り
」
な
ど
を
主
催
し
、
村
づ
く
り
に

励
ん
で
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
活
動
と

し
て
新
所
を
き
れ
い
に
す
る
日(

地
区
一

斉
草
刈
り)

や
水
生
昆
虫
採
取
調
査
な
ど

を
実
施
、
地
区
の
活
性
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
中
で
住
民
が
一
体
と
な
り
地
域

活
性
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
四
谷
の
千
枚

田
」
の
活
動
を
先
進
地
と
見
立
て
六
月
三

十
日
に
視
察
に
訪
れ
た
。 

 

会
員
は
バ
ス
か
ら
降
り
た
と
た
ん
、

「
こ
り
ゃ
あ
、
え
ら
い
こ
っ
た
」。「
お
ど

け
た
」
を
連
発
。
一
目
見
る
な
り
、
こ
れ

を
守
る
百
姓
に
敬
意
の
念
が
表
れ
て
い

た
。 

 

先
人
の
築
い
た
尊
い
遺
産
を
地
域
の

宝
、
市
、
県
の
顔
に
ま
で
育
て
上
げ
た
百

姓
、
連
谷
お
助
け
隊
の
地
域
貢
献
、
棚
田

っ
娘
、
連
谷
小
学
校
の
千
枚
田
へ
の
取
り

組
み
、
老
人
会
の
後
方
支
援
な
ど
、
村
ぐ

る
み
の
協
力
を
得
た
保
存
会
活
動
な
ど

を
力
を
込
め
説
明
し
た
。 

 

一
行
は
厳
し
い
棚
田
の
五
年
、
十
年
後

に
お
け
る
後
継
者
は
・
・
等
々
の
質
問
が

あ
っ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
保
存
意
欲
に

光
輝
い
て
い
る
。
一
歩
先
よ
り
今
を
現
実

に
皆
、
励
ん
で
い
る
。
と
答
え
た
。 

                   

三
遠
南
信
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

協
議
会
総
会 

六
月
二
十
二
日
、
浜
松
市
ア
ク
ト
を
会

場
に
三
遠
南
信
に
お
け
る
活
動
団
体

(

東
三
河
十
八
名
、
遠
州
十
五
名
、

南
信
州
十
二
名
、
事
務
局
三
名)

が

一
堂
に
会
し
、
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
二
部
と
し
て
団
体
の
活
動
紹
介
、

情
報
交
換(

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン)

が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
本
総

会
で
は
来
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の

新
東
名
新
城
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
仮
称
）
、
道
の
駅
「
も
っ
く
る
新

城
」
内
に
三
遠
南
信
地
域
の
特
産
物
、

祭
り
街
道
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
要
望
な
ど
に
参
加
者
か
ら
大
き

な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

視
察
・
学
習
会
等(

予
定) 

・
七
月
十
四
日 

岡
崎
市
岩
津
用
水
土
地

改
良
区 

二
十
五
名 

・
七
月
二
十
五
日 

野
外
宿
泊
体
験
学
習

(

連
谷
、
海
老
、
鳳
来
寺
各
小
学
校) 

三

十
名 

        
    

行 
 

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
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